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昨
年
末
、
羽
村
市
の
国
保
　
の
値
上
げ
は
厳
し
い
」
と
現

運
営
協
議
会
は
、
国
保
税
を
　
行
の
税
額

・
率
で
据
え
置
く

加
入
者

一
人
当
た
り
３
３
５
　
と
説
明
し
ま
し
た
。

Ｏ
円
の
値
上
げ
と
な
る
答
申
　
　
値
上
げ
中
止
は
、
加
入
世

を
市
長
に
答
申
し
ま
し
た
。　
　
帯
の
平
均
所
得
が
前
年
比
１２

西
多
摩
社
保
協
で
は
、
三
　
％
減
り
、
所
得
ｌ
ｏ
Ｏ
万
円

多
摩
健
康
友
の
会
多
摩
川
支
　
未
満
が
４８
％
、
滞
納
世
帯
が

部
と
共
同
し
て

「
二
年
連
続
　
２‐
％
の
な
か
で
当
然
の
こ
と

の
値
上
げ
中
止
」
を
市
長
に
　
で
す
。
私
た
ち
は
、
昨
年
値

申
し
入
れ
、
署
名
活
動
を
す
　
上
げ
後
、
４
月
に
国
保
実
態

す
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
　
調
査
の
申
し
入
れ
、
８
月
と

果
、
２
月
１０
日
、
市
議
会
全
　
１０
月
に
自
治
体
要
請
キ
ャ
ラ

員
協
議
会
で
市
側
は

「景
気
　
バ
ン
行
動
の
な
か
で

「国
保

が
低
迷
す
る
中
、
２
年
連
続
　
税
」
の
値
上
げ
は
行
わ
ず
、

大
田
社
保
協
は
、
大
田
区
議
会

へ
む
け
　

超
の
署
名
を
集
め
、
大
田
病
院
で
は
２
月

て

「国
保
料
引
き
上
げ
反
対
」
の
陳
情
に
　

５
日

ｏ
６
日

ｏ
２０
日
の
３
回
に
わ
た

っ
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
戸
署
名
を
取
り
組
み

（事
前
に
署
名
を

１
月
３‐
日
の
国
保
運
営
協
議
会
は

一
人
　

全
戸
配
布
）
６０
軒
か
ら
１
８
５
筆
を
集
め

の
反
対
も
な
く
答
申
さ
れ
た
こ
と
を
受
け

　

て
い
ま
す
。
署
名
取
り
に
来
て
と
電
話
が

て

「区
民
に

一
切
情
報
が
伝
わ
ず
に
国
保

　

き
た
り
、
対
話
で
は

「え
、
ま
た
値
上
げ

料
値
上
げ
が
通

っ
て
し
ま
う
」
と
大
田
健
　

な
の
」

「年
金
は
下
げ
ら
れ
る
の
に
保
険

間
　
康
と
生
活
を
守
る
　

料
は
あ
が
る
な
ん
て
」
な
ど
怒
り
の
声
が

中
　
会
や
大
田
民
商
、　
　
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

鰤
　
鋤
櫛
誦
動
霙
薇
れ

　

で
興
端
に
正 ヘ
レ
痢
腱
ぃ
劉
崚
滞
嘲
」
銅
珊

議
　
開
慟
ダ
）会
は
、　
１
　

篤
悴
経
つ
を
あ
げ
ま
す
。

（大
田
社
保
協

・

対
　
週
間
で
６
０
０
筆

資
格
証
明
書

・
短
期
保
険
証

の
発
行
を
と
め
る
よ
う
、
と

一
貫
し
た
取
り
組
み
を
す
す

め
て
き
ま
し
た
。
短
期
保
険

証
の
発
行
は
、
著
し
く
減
り
、

平
成
２０
年
７
０
７
件
、
２２
年

３７
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
庫
負
担
を
基
に
戻
さ
な

い
限
り
、
広
域
化
や

一
般
財

源
か
ら
の
繰
り
入
れ
縮
小
な

ど
に
よ
り
、
国
保
税
は
絶
え

ず
値
上
げ
の
危
機
に
さ
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。
国
に
向
け
た

運
動
も
大
き
く
す
す
め
ま
し
よ

う
。

（西
多
摩
社
保
協

・
入

山
弘
志
）

荒

＝

社

保

協

が

宣

伝

行

動

荒
川
社
保
協
は
、
２
月
２５
日
町

屋
駅
前
で
宣
伝
行
動
を
開
催
。

１０
人

の
参
加
者

が
チ

ラ

シ
を
配

躊

布

し
な

が

ら
対
話
を
す
す
め
ま
し
た
。

「ま
た
上
が
る
の
？
」

「ど
こ

の
党
が
賛
成
し
た
の
だ
」
な
ど

怒
り
の
声
。
中
学
生
の
３
人
連

れ
も
足
を
止
め
て
署
名
に
協
力

し
て
く
れ
ま
し
た
。

年
２０
万
が
４０
万
円
に
倍
加
す

る
家
庭
も
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、

怒
り
の
声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

東京社保協

公 国

協  の

国
保
運
営
協
議
会
が
非
公
開
の

３
区
に
世
田
谷
区
が
含
ま
れ
て
い

る
，」と
を
社
保
協
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
を
基
に
公
開
を
求
め
て
交

渉
を
実
施
。
区
に
公
開
を
認
め

さ
せ
、
区
報
に
も

「傍
聴
を
で

き
ま
す
」
の
記
事
を
掲
載
す
る

こ
と
を
約
束
さ
せ
ま
し
た
。
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一・・
一思
え
２。
襲

小
池
あ
き
ら
都
知
事
候
補

（
緯
馳
諭
絹
態
諭
）
を
推

東
京
社
保
協
は
、
２
月
２４
日
の
第
３
回
常
任
幹
事
会
で
東
京
都
知
事
選

ヘ

「私
た
ち
の
要
求
」

（
４
ペ
ー
ジ
参
照
）
を
確
認
し
、

「
『
私
た
ち
の
要

求
』
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、

『
福
祉
都
市

。
東
京
の
実
現
』
を
掲
げ
る

小
池
あ
き
ら
都
知
事
候
補

（革
新
無
所
属

。
革
新
都
政
を
つ
く
る
会
推
薦
）

を
推
薦
す
る
」
こ
と
を
論
議
の
上
、
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
す
べ
て
の

候
補
者

へ

「私
た
ち
の
要
求
」
を
要
請
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

「福
祉
都
市
・東
京」
へ都
知
事
選
勝
利
を
東
京
社
保
協

〈
〓
長

枡
＝
崎

　
〓
〓
上

革
新
都
政
を

つ
く
る
会
か
ら
擁
立
さ
れ
た
小
池
あ
き
ら
氏

（無
所
属
）

を
推
薦

。
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
１２
年
に
及
ぶ
石
原
都
政
は
社
会
保

障
を
無
駄
と
切
り
捨
て
都
民
生
活
を
台
無
し
に
し
て
き
ま
し
た
。
人
権
思

想
に
乏
し
く
、
思
い
付
き
的

・
パ
フ
オ
ー

マ
ン
ス
的
な
政
策
を
頻
発
し
、

公
私
混
同
す
る
自
分
勝
手
な
都
政
運
営
の
１２
年
で
し
た
。

社
保
協
と
し
て
は
党
派
選
挙
に
お
い
て
は
い
ず
れ
の
党
も
推
薦
し
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
今
回
小
池
あ
き
ら
氏
は
無

所
属
で
都
知
事
候
補
と
し
て
立
候
補
さ
れ

て
お
り
、
私
た
ち
の
運
動
の
趣
旨
と
思
い

に
応
え
て
い
た
だ
け
る
唯

一
の
候
補
と
思

い
ま
す
。
是
非
と
も
当
選
さ
せ
、
都
政
を

変
革
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

何
か
ぜ
い
た
く
と
い
え

ば
福
祉
」
に
象
徴
さ
れ

る
、
い
の
ち

・
福
祉
の

切
ιｌ
捨
て

革
新
都
政
を
つ
く
る
会
　
氏
家
　
祥
夫

石
原
都
政
の
１２
年
の
悪
政
は
、
巨
大

な
都
財
政
を
大
規
模
開
発

・
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
つ
ぎ
込
み
超
過
密
都
市
づ
く
り

を
促
進
し
、
憲
法

。
人
権

・
民
主
主
義

の
否
定
を
繰
り
返
し
、
新
銀
行

東
京
に
代
表
さ
れ
る
ム
ダ
使

い

と
浪
費

の
側
近
政
治

。
独
裁
政

治
を
進
め
た
こ
と
で
す
が
、
許

せ
な
い
の
は
都
民
の
い
の
ち

。

福
祉
を
タ
ー
ゲ

ツ
ト
に
し
て
切

り
捨
て
た
こ
と
で
す
。

石
原
知
事
は
就
任
早
々
、
財

政
再
建
を

口
実
に
、
美
濃
部
革

新
都
政
が
作
り
上
げ
た
老
人
医

療
費

の
無
料
化
や
老
人
福
祉
手

当
を
廃
止
し
、

シ
ル
バ
ー
パ

ス

の
有
料
化
を
強
行
し
ま
し
た
。

小
泉

「構
造
改
革
」
路
線
を
先

取
ιｌ
し
、
よ
ιｌ
徹
底
的
に
推
進

し
た
の
が
石
原
都
政

「都
立
病
院
改
革
」
で
は
、

産
科

・
小
児
科

・
精
神
科
が
最

も
必
要
な
と
き
に
、
母
子
保
健

院

。
３
小
児
病
院
が
廃
止
さ
れ
、

‐６
あ

つ
た
都
立
病
院
は
８
カ
所

に
統
廃
合

・
公
社
化
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
多
摩
地
域

の
５
つ
の

２
次
保
健
医
療
圏
で
の
都
立
直
営
病
院

は
府
中
の
み
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「自
治
体
と
い
え
ば
福
祉
」
と
い
わ

れ
た
福
祉
施
設
か
ら
も

「施
設
改
革
」

を
回
実
に
民
間
移
譲
が
行
わ
れ
次

々
と

撤
退
し
て
い
ま
す
。
認
可
保
育
所
の
建

設
を
抑
制
し
た
結
果
、
保
育
所
待
機
児

童
数
は
過
去
最
高
と
な

つ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
特
養
ホ
ー
ム
の
区
市
町
村

へ
の
補
助

も
抑
制
さ
れ
、
４
万
人
以
上
の
待
機
者

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
、
東
京
都
の
福
祉

・
教
育

に
対
す
る
事
業
や
予
算
は
全
国
最
下
位

に
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

東
京
は
全
国
に
比
べ
て
も
、
貧
困
と

雇
用
、

い
の
ち

・
福
祉
、
く
ら
し
の
不

安
が
鋭
く
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
福
祉
都
市
東
京
へ
の
第

一
歩
か

強
く
求
め
ら
れ
て
い
き
す
。

東
京
都
の
予
算
は
、
新
し
い
福
祉
都

市
東
京
を
実
現
す
る
財
政
力
を
持

っ
て

項 目 都民のくらしの実態

生活保護世帯数 95,642世帯 (99年 )→ 192,121世帯(10年 7月 )

生活保護者数 126,453人 (99年 )→ 252,506人 (10年 7月 )

年収300万 円未満の雇用者 262万人、雇用者総数の415%(2007年 )

母子世帯の年収200万 未満 519%(2006年 )

完全失業者 45万 人 (2010年 6月 )

23区 の栄養失調死 (餓死 ) 296人 (99年→08年 の10年間)多摩は統計なし

項 目 石原都政の いのち・福祉の切り捨て

都立病院の廃止・統合 都立16病院 (01年 )→ 8病院 (10年 )へ 統廃合、公社化

都立3小児病院の廃止 八王子・清瀬。梅ヶ丘を廃止(10年 )→府中へ統合

都立福祉施設からの撤退 障害者施設21、 児童施設 10、 高齢者施設7(02年 発表 )

保育所待機児童数 5,221人 (05年 )→8,435人 (10年 )

特養ホームの待機者数 4万 人を超える

東京都の老人福祉費 47位 【都道府県最下位】(2007年 )

東京都の教育費 47位 【都道府県最下位】(2007年 )
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目
を
る

一・・
一宗
・え

２。

誓

い
ま
す
東
京
都
の
財
政
規
模
は

一
般

会
計
６
兆
円
、
全
会
計
１２
兆
円

で
、
ノ
ル
ウ

エ
ー
、
韓
国
の
国

家
予
算

の
財
政
力
を
持

っ
て
い

ま
す
。

ま
た

１
兆
円

の
基
金

（オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
基
金
だ
け
で

も
４
１
１
６
億
円
）
が
積
み
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
銀
行
東

京

へ
の
無
駄
な
出
資
金
や
３
環

状
道
路
建
設
の
見
直
し
な
ど
に

よ
る
予
算
編
成
を
転
換
す
れ
ば
、

都
民
の
く
ら
し

。
福
祉
第

一
の

新
し
い
福
祉
都
市
東
京
の
第

一

歩
が
切
り
開
け
る
こ
と
は
確
実

で
す
。

す
る
保
育
所
も
出
て
い
ま
す
ｃ
児
童
福
祉

法
に
よ
り
自
治
体
に
は
保
育
の
実
施
義
務

が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
公
的
保
育
制
度

で
は
な
い
劣
悪
な
認
証
保
育
所
制
度
を
推

進
し
た
石
原
知
事
の
姿
勢
は
大
問
題
で
す
。

公

詢

保

盲

解

体

０
旗

振

り

役

東
京
都
を
モ
デ
ル
に
、
国
は

「子
ど
も

。

子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
保
育
制
度

の
導
入
を
す
す
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

自
治
体
の
保
育
実
施
義
務
を
な
く
し
、
保

護
者
と
保
育
園
の
直
接
契
約
と
す
る
制
度

で
す
。
ま
た
、

福
祉
施
設
の
最

低
基
準

の
緩
和

も

「
地
域
主
権

改
革
」

の
名

の

下
に
行
お
う
と

し
て
い
ま
す
。

そ
の

「
地
域

主
権
改
革
」
法

案

の
成
立
前
に

も
か
か
わ
ら
ず
、

既
に
、
施
設
面

積

の
最
低
基
準

の
緩
和
に

つ
い

て
東
京
都
児
童

福
祉
審
議
会
が

検
討
を
始
め
て

い
ま
す
。
そ
し

て
、
既
に
待
機

児
童
対
策
と
し

て
、
定
員
よ
り

詰
め
込
ん
で
も

構
わ
な

い
、
職

員
は
正
規
職
員

で
な
く
て
も
構
わ
な
い
と
の

一規
制
緩
和
」

が
な
さ
れ
て
お
り
、
以
来
、
死
亡
事
故
が

急
増
し
て
い
る
こ
と
を
厚
生
労
働
省
が
明

ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
健
全
な

育
ち
の
た
め
に
は
、
国
際
比
較
で
見
て
も

貧
弱
で
あ
る
面
積
基
準
を
さ
ら
に
緩
和
す

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

都
政
を
転
換
し
て
、
公
的
保
育
を
守

っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

待
機
児
童
獣
ガ
ら

認
可
外
０
利
ｎ
者

も
除
外

一雇
用
情
勢
や
景
気
の
悪

化
な
ど
も
あ
り
、
１０
年
４

月
の
都
内

の
待
機
児
童
は

前
年
よ
り
も
４
９
６
人
増

え
、
８
４
３
５
人
で
す
。

Ｈ
年
度
予
算
で
、
認
可

園
の
整
備
費
が
‐
・
５
倍
に
増

え
た

（
６
４
３
５
人
の
定

員
増
）
こ
と
は
、
運
動
の
大
き
な
成
果
で

す
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
認
可
外
の
認
証

保
育
所
や
保
育
室
、
家
庭
福
祉
員
、
保
育

マ
マ
の
利
用
者
に
つ
い
て
は

「待
機
」
と

数
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
抜
本
的
な
待
機

児
童
の
解
消
の
た
め
に
は
、
数
倍
の
予
算

化
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
認
証
保

育
所
中
心
の
待
機
児
童
対
策
か
ら
の
抜
本

的
転
換
が
必
要
で
す
。

石
原
都
疎
１２
年
間
ご

Ｑ
ウ
こ
き
た
２
と

石
原
知
事
は

「何
が
贅
沢
か
と
言
え
ば
、

ま
ず
福
祉
」
と
公
言
し
、
福
祉
制
度
を
軒

並
み
、
廃
止

・
縮
小
し
て
き
ま
し
た
。
保

育
の
分
野
で
は

「
公
的
保
育
制
度
の
世
界

を
壊
す
」
と
認
証
保
育
所
制
度
を
推
進
し

ま
し
た
。
公
的
保
育
制
度
で
あ
る
認
可
保

育
所
と
は
異
な
り
、
劣
悪
な
施
設

。
職
員

体
制
で
の
運
営
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
営
利
本
位
の
運
営
で
事
故
や

事
件
が
相
次
ぎ
、
年
度
途
中
で
突
然
廃
園

驚鶴檸書:麟ク″f轟
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２
月
Ｈ
日
、

「異
議
あ
り
介

護
保
険
見
直
し
政
府
案
　
利
用

者

。
現
場
の
声
を
届
け
よ
う

２

・
Ｈ
介
護
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

（主
催

。
実
行
委
員
会
）
が
東

京
都
内
で
開
か
れ
、
２２
県

。
１８

組
織
か
ら
２
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
立
教
大

学

の
芝
田
英
昭
教
授
が
基
調
提

案
し
、
４
人
の
シ
ン
ポ
ジ

ス
ト

か
ら

「介
護
保
険
制
度
改
定

ヘ

の
五

つ
の
危
惧
と
提
言
」

「特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る

介
護

の
実
態
に

つ
い
て
」

「全

労
連

の
高
齢
者
分
野
の
介
護
労

働
実
態
調
査
か
ら
見
え
る
こ
と
」

「介
護
制
度
充
実
に
向
け
た
運

動
と
課
題
」
に

つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
報
告
が

さ
れ
ま
し
た
。

フ

ロ
ア
発

一言
で
は
、
介
´

護
を
よ
く
す
る
東
京
の
会
も
参

加
し
た
介
護
１
１
０
番
の
取
り

組
み
に

つ
い
て
、
２
日
間
で
７

３
０
０
件
を
こ
え
る
問

い
合
わ

せ
が
あ

つ
た
こ
と
な
ど
、
深
刻

な
現
場
の
実
状
に

つ
い
て
報
告

が
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
　
深
「
の
な

か
、
無
理
し
て
参
加
し
て
よ
か
っ

た
」

「家
族
の
方
が
と
て
も
困
つ

て
い
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
」

「
一
番
低
賃
金
の
登
録

ヘ
ル
パ
ー

が
、　
一
番
や
り
が
い
が
あ
る
と

答
え
て
い
る
こ
と
に
涙
が
出
そ

う
に
な

つ
た
」
な
ど
、
積
極
的

な
今
後
の
運
動

へ
の
決
意
を
語

る
感
想
が
相
次
ぎ
、
こ
れ
か
ら

の
運
動

へ
元
気
あ
ふ
れ
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
な
り
ま
し
た
。
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医療・介護・ <ら しの崩壊と貧困の広がりは、社会不安になつています。いまほど都民のいのち・ <ら しを守り、

雇用の確保への都政の転換が求められている時はありません。私たちは、東京都が都民のいのちと<ら しを守る自

治体本来の役害」を発揮し、都矢]事が以下の要求実現へ都政を転換することを求め、毎都議会開会日に都矢]事に要請

してきました。都知事選挙 (4月 10日投票)候補者にはこの要望事項に対する態度表明を求めていきます。

ですすめること。

サ1菫都
知事に要 li:1主][III晏[:そ:Iili]|][曇讐[蒻

差をな<すよう東京都が指導すること。 多

1、 東京都から大企業に対して派遣切りなど不当なり

ストラをやめるよう働きかけること。

2、 東京都として、福祉、教育、環境保全などの失対

事業を拡大すること。

3、 老人福祉手当、老人医療費助成 (マル福)など福
祉関係予算を復活させること。

4、 75歳以上の医療費を無料にし、全ての年齢の医
療費窓□負担を軽減すること。

5、 後期高齢者の保険料の引き下げのために、財政支

鰊[「[言ミ              吉:こ[

多 所の基準引き下げはやめること。

辣]礫聖


